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肱川から初記録の魚類二種
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イ科)各 1尾 の標本を得た。これらはともに本河川

より未報告であるため,得 られた標本に基づきここ

に報告する

材料 と方法

サツキマスは 2003年9月 7日 の午後 9時 ごろ,肱

川中流域で投げ網によつて採集され,冷 蔵保存され

た.クロホシマンジュウダイは同年 8月 30日の午後 8

時ごろ,lyA川下流域でたたき網漁法によつて採集さ

れ,冷 凍保存された これらはその後,愛 媛県中予

水産試験場に搬入された。前者は直ちに,後 者は解

凍後に 10%ホルマリン溶液で固定し,体 各部の測定

を行 つた後 , ともに徳 島県 立博物館魚類標本

(TKPM‐P)と して登録 ・保管した.標 本に対する記

述は標本番号,体 長,採 集年月日,採 集地点および

括弧内に環境庁標準メッシュコー ド (環境庁,1997)

の順である.
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愛媛県で最も規模の大きい一級河川肱川 (幹川流

路長 103h,流 域面積 1,210km2)からは,こ れまで 94

種の魚類が記録されている (リバーフロン ト整備セ

ンター編,2000;辻 ,2002;清 水 ・薬師寺,2004).

本河川は,県 下では古くから魚類相がよく調べられ

ている反面 (例えば伊藤,1959;伊 藤 ・桑田,1962

;水野,1973;伊 藤 。水野,1977;愛 媛県 ;1979;

環境庁自然保護局,1987;水 野,1988;河 辺川ダム

環境影響等調査委員会,1988;辻 ,1991,1993),標

本に基づく報告は近年なされ始めたばかりである

(辻,1995;清 水,1998;高 橋ほか,2000)。そのた

め,物 証がなく,一 般的な分布パターンなどから記

録に疑間が残されたままの魚種も存在する (例えば

スナヤツメ,アユカケ :清水,2003a,b).筆者は 2003

年に,肱 川 よリサ ツキマス 0“0″″″
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図1.採 集地点 (○:サツキマス.● :クロホシマンジュウダイ)
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標本の記載
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ツキマス (図2)

TKPM‐P17435,318mm SL,2003年 9月 7日 ,愛 媛

県大洲市菅田町譲葉 肱川中流域 (5032‐1580).

全長 357mm,体 長 89.1%(全 長に対する自分率,

以下同様),体 高 20.7%,背 鰭前方長 44.8%,肛 門前

方長 64.40/.,尾柄高 7.8%,尾 柄長 14.0%,第 一背鰭

長 11.5%,第 一背鰭基底長 11.3%,胸 鰭長 12.40/0,眼

寓径 136%(頭 長に対する百分率,以 下同様),両 H艮

間隔 31.4%,吻 長 32.7%.背 鰭 13軟条,臀 鰭 13軟条,

鯛杷獅 9,鯉 条骨数 12.

体はやや側扁し伸長する 鋤骨 ・口蓋骨の歯帯は

小学型.体 背部に黒点が散在するが,頭 部にはなく

尾鰭基部にわずかに認められる。生時,頭 部背側,

体背部および尾鰭基部は暗緑色で体側から腹部は銀

白色.ま た,体 側には側線に沿つて不連続な幅広い

桃色帯が走り,そ の縁辺部には小朱点が散らばる。

パーマークはなく,鱗 は剥げにくい.個 体は雌で,

上顎,下 顎ともに湾曲しておらず,体 内には発達し

た卵巣が認められた。

採集時期からみて,本 個体は春先に河川へ遡上し

た後,繁 殖のため産卵場へ移動していたものと思わ

れる.本 種はアマゴの降海型であり,対 岸の広島県

では太田川で毎年の遡上および繁殖が確認されてい

る (内藤,1997).本 県では丹原町の中山川および西

条市の加茂川に遡上しているほか,伊 予市沿岸で採

集された記録があるが (清水,2001;高 橋,2003),

それ らが産卵場に回J吊しているかどうかは不明であ

る.今 回の個体が採集された地点より上流の肱川本

流には鹿野川ダムがあり, これより上流への遡 ヒは

不可能であるため,周 辺の支流を産卵場に利用する

のかも知れない また,陸 封型であるアマゴは渓流

釣りの対象魚として県下各地に放流されていること

から,肱 川で採集されたサツキマスが在来の個体群

由来かどうかは不明である.愛 媛県のレッドデータ

ブックでは情報不足種に位置づけられている (高橋,

2003).

なお,採 集年月日不明ながら,本 水系鹿野川ダム

湖では本種の降湖型が 1尾採集され,徳 島県立博物

館 に保管 されている (TKPM―P3537).
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TKPM‐P17432,231mm SL,2003年 8月 30日 ,愛 媛

県喜多部長浜町柴 肱川下流域 (5032‐2482)

全長 275mm,体 長 840%(全 長に対する百分率,

以下同様),体 高 52.5%,肛 門前方長 463%,頭 長

228%,尾 柄高 11.1%,第 一背鰭最長棘長 161%,胸

鰭最長軟条長 123%,腹 鰭最長軟条長 205%,1艮 街径

21.2%(頭 長に対する百分率,以 下同様),両 眼間隔

44.8%,吻長 316%背 鰭 H棘 16軟条,胸鰭 16軟条,

腹鮨 1棘 5軟 条,臀 鰭 4棘 13軟条.

体は著しく4111扁し, 日は小さく端位.側 線は体側

中央部にあり,完 全で上方へ湾曲する.左 右の鯉膜

は峡部で互いに癒合 し,背 鰭基部に前方へ向かう !

つの小さな棘がある.体 色は暗銀色で,体 側には黒

斑が散在する.

本科魚類は東アフリカ,イ ンド,東 南アジア,中

国,台 湾,フ ィリピン,イ ン ドー西太平洋およびソ

サイェティ諸島の河川下流域から沿岸海域に分布す

る (Bcm,2001).本 科には 2属 4種 が含まれ,本 邦

には本種のみが分布する クロホシマンジュウダイ

科の魚種はチョウチョウウオ科と同様に, トリクチ

ス幼生期を経るが,そ れらとは臀鰭棘数や尾鮨分岐

軟条数,背 鰭前向棘の有無など形態的に大きく異な

り,スズキロの中で前者はニザダイ亜目Acanthuroidei,

後者はスズキ亜目Percdddに 置かれている (中坊編,

2000).

本種はイン ドー太平洋域に分布し,成 魚はおもに

沖縄島以南に多い (木下,2002).本 種の仔稚魚は黒

潮によつて運ばれ, しばしば九州以北の河川や沿岸

域で記録されるが,仔 稚魚を含めてこれまで瀬戸内

海からの報告はない.四 国における本種の記録とし

て,愛 媛県では宇和海に面した宇和島市来村川で全

長 18mmと 19mmの 2個体の稚魚 (水野ほか,1999),

同じ宇和海沿岸の高知県柏島周辺海域から全長 31cm

の成魚 (平田ほか,1996),徳島県の太平洋側から12mm

の稚魚 (高橋ほか,1997)が 報告されているほか,

高知県の太平洋側では比較的安定した個体群が存在
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するようである (落合ほか,1984;山 崎,1993;水

野,2003)愛 媛県のレッドデータブックで情報不足

種,高 知県では準絶滅危惧種に位置づけられている

(高知県レッドデータブック〔動物編]編集委員会編,

2002;水 野,2003)_本 種はまた,ス キャットファー

ガスの愛称で,観 質魚としての認知度が高いことで

も知られる (木下,2002).
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